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日璽ヽ

東

日

本

ロ
ー
ン
）
を
使

っ
た
点
検

　

同
協
議
会
は
原
子
力
科

　

現
在
は
県
内
の
中
堅

。　
い
た
。
事
業
を
担
当
す
る

ひ
た
ち
な
か
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー

（
同
ひ
た
ち
な
か

市
）
の
高
野
佳
樹
企
業
支

援
部
長
は

「企
業
と
研
究

機
関
を
進
め
た
い
」
と
意
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原
子
力
機
構
と
中
小
が
交
流

創辣
鶴
徴孟
靡
許鞣
詢副籍
マ信
け仲瞼

訂̈
稼縣一加
量潮
贅̈
鼈
峠い】聯
靭
”郡

研
究
開
発
機
構
の
原
子
刀
科
学
研
究
所

（茨
城
県
東
海
村
）
で
１
月
に
開
い
た
技
術
父
流
会
で
は
、
中
小
　
鉗
「
卜
』
聯
切
論
一粥
ａ

滞
満
〕
勒
鴨
聯
庵
ゴ
『
が

企
業
の
技
術
者
や
原
子
力
機
構
の
職
員
ら
関
係
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
技
術
シ
ー
ズ
や
ニ
ー
ズ
に
つ
　

葬
二
・
．れ
河
』
ヽ
．・費
，
議

、
一
一月
”
部
鶏
「
ガ
奎
」手

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
受
発
注
に
つ
な
が
る
事
例
も
増
加
傾
向
で
、
県
内
産
業

（ の新
卿
・ を
相
雌
け
に
）
　

調
輌
¨
義
［
峙
“
書
舞
〕

い
は
動
中
動
向
一
け
申
鰤

茨
城
県
が
事
務
局
を
務

の
効
率
化
や
設
備
の
寿
命

学
研
究
所
内
に
あ
る
大
強

中
小
企
業
な
ど
２
２
１
泄
」
明
す
る
。　
　
　
　
　
　
卜
一の
可
視
化
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

め
る

「
い
ば
ら
き
量
子
線

予
測
な
ど
、
設
備
保
守
の

度
陽
子
加
速
器
施
設

「Ｊ

が
参
加
す
る
。
２４
年
１１
晨
【―

ま
た
、
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
イ

は
、
東
京
電
力
福
島
第

一

利
活
用
協
議
会
」
が
中
心

技
術

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
説

Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
」
で
、
茨
城

に
は
量
子
科
学
技
術
研
究

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

原
子
力
発
電
所
事
故
の
研

と
な
り
活
動
す
る
。
原
子

明
が
あ

っ
た
。
企
業
の
展

県
が
独
自
に
設
置
し
た
２

開
発
機
構

（Ｑ
Ｓ
Ｔ
）
の

タ
ー

（同
）
は
、
放
射
線

究
に
使
わ
れ
て
い
る
。
同

力
機
構
内
の
イ
ベ
ン
ト
で

示
ブ
ー
ス
も
設
け
、
会
場

本
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
活

那
珂
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
科
学

利
用
に
関
わ
る
ソ
フ
ト
ウ

社
は
２４
年
■
月
に
開
い
た

は
同
機
構

の
研
究
者
か

に
立
ち
寄

っ
た
同
機
構
の

用
を
目
指
し
、
２
０
０
８

技
術
研
究
所

（茨
城
県
那

エ
ア
を
開
発
し
、
原
子
力

Ｑ
Ｓ
Ｔ
の
交
流
会
に
も
参

ら
、
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト

（ド

職
員
と
交
流
し
た
。　
　
　
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
。
　
珂
市
）
で
も
交
流
会
を
開

機
構
な
ど
の
研
究
機
関
に

加
し
た
。
黒
沢
亮
平
社
長

果成な ど
気
込
む
。

県
内

モ
ノ
づ
く
り
企

術技
′

】

●
Ｉ

Ｐ
Ｉ

●

ノ
ー
Ｈ
尾
■
τ

ｆ
ｌ
Ｊ

一口

、

●

と
の
連
携
事
例
も
増
え
て

い

る

。
Ａ

Ｉ

（
人

工
知

能
）
を
使

っ
た
シ
ス
テ
ム

開
発
を
す
る
ヒ

ュ
ー
マ
ン

サ
ポ
ー
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー

（同
東
海
村
）
は
原
子
力

機

構

の
上

沢
伸

一
郎

氏

と
、
流
路
内
に
発
生
す
る

気
泡
の
動
き
を
検
出
す
る

技
術
を
開
発
し
、
３
次
元

（３
Ｄ
）
で
気
泡
の
動
き
．

鷺
凸
珈
¨̈』一壽碑オ一̈

百
う
。　
・　
　
　
　
臨
つ
数
値
処
理
シ
ス
テ
ム
も

ヴ
ィ
ジ
フ
ル
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
放
射
線
量

を
色
分
け
し
て
可
視
化
で

き
る

は

「交
流
会
で
新
た
な
研

究
者
と
も
接
点
が
生
ま
れ

た
。
今
後
も
参
加
を
続
け

た
い
」
と
成
果
を
強
調
す

る
。茨

城
県
は

つ
く
ば
市
を

中

心

に

し

た

県
南

地

域

と
、
水
戸
市
や
日
立
市
を

中
心
に
し
た
県
央

・
県
北

地
域
に
経
済
圏
が
分
か
れ

て
い
る
。
量
子
線
の
研
究

機
関
が
集
ま
る
県
央

・
県

北
地
域
は
、
日
立
製
作
所

の
製
造
拠
点
も
多
く
、
技

術
を
持

つ
中
小
モ
ノ
づ
く

り
企
業
が
多
い
。
そ
の

一

方
、
近
年
は
大
手
の
事
業

転

換

の
影

響

な
ど

も

あ

り
、
地
元
で
は
新
た
な
販

路
獲
得
を
模
索
す
る
企
業

が
増
え
て
き
た
。

同
協
議
会
で
は
毎
週
、

原
子
力
機
構
な
ど
か
ら
の

入
札
情
報
を
会
員
企
業
宙

け
に
配
信
し
て
い
る
。
２４

年
度
に
会
員
企
業
は
６０
社

が
受
注
し
、
そ
の
受
注
金

額
は
２４
年
１２
弓
末
時
点
で

５３

。
１
億
円

２３
年
度
の

５１

・
２
億
円
を
大
き
く
上

回
る
見
通
し
だ
。

原
子
力
機
袴
で
産
学
）〓

携
を
担
当
す
る
中
嶋
英
本
一

技
術
専
門
官
は

「東
海
村

や
那
珂
市
を
は
じ
め
と
し

た
県
北

・
県
央
地
域
も
量

子
線
か
ら
活
性
化
さ
せ
た

い
」
と
胸
を
張
る
。
最
先

端
の
量
子
線
技
術
を
幅
曹

い
分
野
の
産
業
競
争
力
の

強
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
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